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７
月
も
中

旬
を
迎
え
、

セ
氏
30
度
を

超
え
る
日
が

続
く
よ
う
に

な
り
、
い
よ
い
よ
夏
本

番
で
あ
る
▼
昨
年
の
法

改
正
に
よ
り
事
業
所
に

お
け
る
熱
中
症
対
策
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と

か
ら
メ
ー
カ
ー
各
社
で

は
熱
中
症
対
策
製
品
の

製
造
・
販
売
に
力
を
入

れ
て
い
る
が
、
今
年
の

流
行
は
ペ
ル
チ
ェ
素
子

を
使
っ
た
冷
感
製
品
で

あ
る
よ
う
だ
▼
ペ
ル
チ

ェ
素
子
は
、
ペ
ル
チ
ェ

効
果
を
応
用
し
た
板
状

の
半
導
体
素
子
。
あ
る

物
質
の
両
端
に
温
度
差

が
あ
る
と
起
電
力
が
発

生
す
る
ゼ
ー
ベ
ッ
ク
効

果
を
応
用
し
た
も
の
。

ペ
ル
チ
ェ
素
子
は
、
同

効
果
を
逆
に
し
た
も
の

で
電
流
を
流
す
こ
と
で

吸
熱
と
放
熱
と
い
う
温

度
の
移
動
を
発
生
さ

せ
、
温
度
を
下
げ
る
効

果
が
得
ら
れ
る
▼
同
素

子
は
小
型
冷
蔵
庫
や
電

子
・
電
気
部
品
の
冷
却

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る

が
、
従
来
の
フ
ァ
ン
で

は
対
応
で
き
な
い
よ
う

な
酷
暑
向
け
の
冷
感
製

品
に
も
搭
載
さ
れ
て
き

て
お
り
、
ネ
ッ
ク
ク
ー

ラ
ー
や
冷
却
ベ
ス
ト
な

ど
の
製
品
が
発
売
さ
れ

て
い
る
。
猛
暑
の
中
で

高
温
を
扱
い
、
保
護
具

に
身
を
包
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
溶
接
士
に
と

っ
て
夏
場
の
作
業
は
非

常
に
過
酷
な
も
の
と
な

る
。
同
技
術
が
少
し
で

も
溶
接
士
の
熱
中
症
の

リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
快

適
な
作
業
環
境
の
実
現

に
貢
献
す
る
こ
と
に
期

待
し
た
い
（
Ｙ
）

（1） 第３６３５号 ２０２６年（令和8年）７月２１日（昭和24年５月14日第３種郵便物認可） Ⓒ産報出版株式会社　2026（毎週火曜日発行）

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
氷
点
下

ベ
ス
ト
な
ど
を
製
造
販
売
す

る
櫻
製
作
所
（
大
阪
市
淀
川

区
、
井
上
正
基
社
長
）
が
実

施
し
た
「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
ベ

ス
ト
体
験
会
」
に
参
加
し
た

王
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
メ
デ
ィ

ア
神
崎
工
場
製
造
部
第
一
製

造
課
の
奥
枝
清
一
課
長
も
ま

た
、
社
内
で
暑
熱
対
策
や
職

場
環
境
改
善
に
取
り
組
む
担

当
者
の
ひ
と
り
。
同
社
は
近

年
、
「
現
場
の
作
業
員
が
よ

り
働
き
易
い
環
境
整
備
」
を

念
頭
に
、
全
社
的
に
現
場
の

暑
熱
対
策
に
注
力
し
て
お

り
、
今
回
も
「
ド
ラ
イ
ア
イ

ス
に
よ
る
効
用
と
実
用
化
」

に
関
心
を
も
ち
、
体
験
会
に

参
加
し
た
。

　
奥
枝
課
長
は
「
こ
れ
ま
で

も
細
か
な
と
こ
ろ
で
は
、
塩

飴
や
経
口
補
水
液
、
ア
イ
ス

ス
ラ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
を
は
じ

め
、
大
型
の
空
調
機
器
や
局

所
冷
却
機
器
な
ど
、
年
度
予

算
を
組
み
な
が
ら
充
実
化
を

図
っ
て
い
る
」
そ
う
で
、
ド

ラ
イ
ア
イ
ス
ベ
ス
ト
も
既
に

６
着
×
２
セ
ッ
ト
を
試
験
導

入
し
、
そ
の
効
用
や
着
心
地

も
実
証
済
み
。

　
「
現
在
、
（
ベ
ス
ト
に
）

使
用
す
る
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
は

櫻
製
作
所
か
ら
供
給
し
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、
将
来
的
な

導
入
検
討
に
向
け
て
、
自
社

内
で
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
が
製
造

で
き
る
よ
う
ド
ラ
イ
ア
イ
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
も
視
野

に
入
れ
、
よ
り
専
門
的
な
知

識
・
知
見
を
知
り
た
か
っ

た
」
と
し
、
「
ド
ラ
イ
ア
イ

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
イ
ズ

感
や
機
器
の
使
用
方
法
を
は

じ
め
、
液
化
炭
酸
ガ
ス
の
扱

い
方
や
貯
槽
、
運
用
方
法
な

ど
、
申
請
が
必
要
な
場
合
は

注
意
事
項
や
必
要
事
項
、
安

全
確
保
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
メ
ー
カ
ー
や
有
識
者
に

直
接
、
話
を
聞
き
、
確
認
し

た
か
っ
た
。
体
験
会
は
非
常

に
参
考
に
な
っ
た
」
と
コ
メ

ン
ト
す
る
。

　
体
験
会
で
は
、
自
ら
ド
ラ

イ
ア
イ
ス
ベ
ス
ト
を
着
用

し
、
そ
の
使
用
感
を
確
か
め

る
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
も
担
当
者
か
ら
詳
細
な
説

明
を
受
け
た
奥
枝
氏
。
「
こ

れ
か
ら
も
現
場
の
感
覚
を
大

切
に
し
、
作
業
員
各
人
の
感

想
や
要
望
な
ど
を
リ
サ
ー
チ

し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
つ

つ
、
各
々
の
現
場
に
合
っ
た

暑
熱
対
策
を
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
る
。

　
今
回
の
体
験
会
で
披
露
さ

れ
た
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
ベ
ス
ト

は
、
櫻
製
作
所
と
制
服
メ
ー

カ
ー
の
チ
ク
マ
が
共
同
開
発

し
た
も
の
で
、
セ
氏
マ
イ
ナ

ス
79
度
の
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を

活
用
し
、
セ
氏
35
度
を
超
え

る
酷
暑
環
境
下
で
も
脇
下
・

首
な
ど
血
管
集
中
部
位
を
集

中
的
に
冷
却
し
、
２
︱
３
時

間
の
冷
却
効
果
が
持
続
で
き

る
。
「
動
け
る
」
「
軽
い
」

「
安
全
」
─
─
す
べ
て
を
備

え
た
作
業
者
フ
ァ
ー
ス
ト
の

冷
却
作
業
服
と
し
て
、
製
造

業
や
物
流
分
野
な
ど
で
注
目

を
集
め
て
い
る
。

　
櫻
製
作
所
の
橋
本
ま
み
氏

は
「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
ベ
ス
ト

は
電
熱
を
必
要
と
し
な
い
こ

と
か
ら
防
爆
エ
リ
ア
な
ど
で

も
使
用
可
能
な
ほ
か
、
首
や

脇
下
な
ど
を
直
接
冷
や
す
こ

と
が
で
き
、
効
果
的
な
熱
中

症
対
策
と
し
て
関
心
の
高
ま

り
を
感
じ
て
い
る
。
今
後
も

そ
の
効
果
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　
前
出
の
奥
枝
課
長
が
コ
メ

ン
ト
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
と
異
な
る
暑
熱
対
策
ア
イ

テ
ム
の
一
つ
と
し
て
様
々
な

分
野
で
の
活
用
機
会
が
増
え

そ
う
だ
。

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影

響
を
受
け
、
日
本
で
も
亜
熱

帯
地
域
の
ご
と
く
猛
暑
、
酷

暑
が
続
く
中
、
様
々
な
製
造

現
場
で
も
大
き
な
テ
ー
マ
と

位
置
付
け
、
暑
熱
対
策
や
職

場
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
7
月
8
日
、
ド
ラ
イ
ア
イ 王子イメージングメディア神崎工場（大阪市淀川区）

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
ベ
ス
ト
体
験
会
に
参
加

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
製
造
も
視
野
に
暑
熱
対
策
検
討

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
奥
枝
氏

　
清
水
建
設
は
６
月
12
日
、
ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
校
の
大

学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
・
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ　
Ａ
Ｇ
社
に
出
資
し
た
と
発
表
。

同
社
と
協
業
す
る
こ
と
で
、
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
に
「
フ
ィ
ジ
カ
ル

Ａ
Ｉ
」
を
導
入
。
鉄
筋
の
加
工
・
運
搬
・
組
立
・
結
束
・
溶
接
と
い
っ
た
一

連
の
作
業
を
自
動
化
す
る
技
術
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

　
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ　
Ａ
Ｇ
社

（
ス
イ
ス
、
Ａ
ｍ
ｍ
ａ
ｒ

・
Ｍ
ｉ
ｒ
ｊ
ａ
ｎ
社
長
）

は
鉄
筋
加
工
・
組
立
の
自

動
化
制
御
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
開
発
・
販
売
を
事
業
と

す
る
。
同
社
が
開
発
し
た

「
鉄
筋
作
業
プ
ロ
セ
ス
自

動
制
御
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
と

連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
鉄

筋
の
加
工
・
運
搬
・
組
立

・
結
束
・
溶
接
と
い
っ
た

一
連
の
作
業
を
自
動
化
す

る
、
鉄
筋
の
加
工
・
組
立

作
業
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
す
る
技
術
と
な
る
。 　

最
大
の
特
徴
は
、
メ
ー

カ
ー
各
社
の
ロ
ボ
ッ
ト
と

の
連
携
を
可
能
に
す
る
汎

用
性
。
図
面
を
読
み
取

り
、
適
用
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

ア
ー
ム
動
作
を
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
・
制
御
す
る
だ
け

で
な
く
、
カ
メ
ラ
や
セ
ン

サ
を
駆
使
し
て
鉄
筋
の
配

置
や
種
類
、
形
状
を
自
動

認
識
す
る
こ
と
で
、
組
立

順
序
や
つ
か
み
位
置
、
結

束
点
な
ど
、
鉄
筋
の
組
立

に
必
要
な
工
程
を
最
適
化

す
る
。
配
置
し
た
鉄
筋
の

ず
れ
な
ど
、
誤
差
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
検
出
・
補
正

し
な
が
ら
、
正
確
に
組
み

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
清
水
建
設
は
今
後
、
平

面
的
な
配
筋
（
２
次
元
）

だ
け
で
な
く
、
立
体
的
な

配
筋
（
３
次
元
）
に
も
対

応
可
能
な
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｈ　
Ａ

Ｇ
社
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

活
用
し
、
梁
・
柱
・
基
礎

な
ど
、
こ
れ
ま
で
人
力
で

行
っ
て
い
た
鉄
筋
の
加
工

・
組
立
作
業
を
代
替
す
る

技
術
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す

る
方
針
。
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー

ム
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
）

に
よ
る
鉄
筋
の
加
工
・
組

立
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
人
手
作
業
に
依

存
し
て
い
た
工
程
を
自
動

化
。
鉄
筋
工
と
ロ
ボ
ッ
ト

が
共
存
す
る
新
た
な
生
産

体
制
の
構
築
に
よ
っ
て
、

鉄
筋
工
事
の
省
人
化
と
生

産
性
の
向
上
を
目
指
す
。

　
さ
ら
に
、
同
社
が
施
工

す
る
建
設
現
場
や
、
グ
ル

ー
プ
会
社
の
施
設
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
技
術
の
実
証
研

究
を
進
め
る
こ
と
で
、
日

本
仕
様
へ
の
適
合
を
推

進
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
次
世
代
鉄
筋
加

工
・
組
立
シ
ス
テ
ム
の
社

会
実
装
を
通
じ
て
、
持
続

可
能
な
建
設
産
業
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
く
考
え

だ
。

　
東
部
地
区
溶
接
協
会
連

絡
会
は
７
月
７
日
、
新
潟

県
湯
沢
町
の
湯
沢
東
映
ホ

テ
ル
で
２
０
２
６
年
度
第

１
回
連
絡
会
を
開
催
。
１

都
９
県
の
溶
接
協
会
が
資

材
の
不
足
や
価
格
高
騰
に

悩
む
会
員
の
状
況
な
ど
を

報
告
し
た
ほ
か
、
日
本
溶

接
協
会
か
ら
は
来
年
４
月

に
予
定
し
て
い
る
溶
接
学

会
と
の
合
併
や
溶
接
技
能

者
認
証
数
の
推
移
な
ど
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
冒
頭
、
幹
事
を
務
め
る

千
葉
県
溶
接
協
会
の
廣
田

二
郎
会
長
が
「
10
月
10
・

11
日
開
催
の
全
国
溶
接
技

術
競
技
会
の
開
催
ま
で
残

り
３
ヵ
月
と
な
っ
た
。
各

協
会
と
も
準
備
に
追
わ
れ

て
た
い
へ
ん
と
思
う
が
、

選
手
が
優
勝
を
目
指
せ
る

よ
う
に
応
援
し
て
ほ
し

い
」
。

　
日
本
溶
接
協
会
の
大
丸

成
一
専
務
理
事
は
「
来
年

４
月
に
溶
接
学
会
と
の
合

併
を
予
定
し
て
い
る
が
、

指
定
機
関
と
関
係
の
深
い

検
定
業
務
に
つ
い
て
の
変

更
は
な
い
。
東
部
は
全
国

の
連
絡
会
の
中
で
も
大
き

な
規
模
を
誇
る
の
で
活
発

な
議
論
を
期
待
し
て
い

る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し

た
。

　
続
く
議
事
で
は
、
日
本

溶
接
協
会
と
溶
接
学
会
と

の
合
併
に
つ
い
て
、
目

的
、
期
待
さ
れ
る
効
果
、

組
織
形
態
、
合
併
時
期
、

新
組
織
の
体
制
な
ど
に
つ

い
て
説
明
。

　
「
基
盤
技
術
で
あ
る
溶

接
・
接
合
分
野
に
お
い
て

学
術
・
技
術
・
教
育
・
認

証
の
各
領
域
を
拡
充
し
、

文
化
お
よ
び
産
業
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
来
年
４
月
１
日
付

で
合
併
を
目
指
し
て
い

る
。
合
併
後
の
名
称
は

『
Ｊ
Ｗ
Ｓ
日
本
溶
接
協

会
』
を
予
定
し
て
い
る
」

な
ど
と
し
た
。

　
ま
た
、
技
能
者
認
証
数

の
推
移
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
５
年
度
溶
接
技
能
者

（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
検
定
）
受
験
者

数
は
前
年
度
比
０
・
７
％

減
の
10
万
２
５
２
６
人
と

ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、
25
年

度
外
国
人
技
能
実
習
生
は

同
９
・
３
％
増
の
１
万
６

０
２
３
人
と
増
加
し
て
お

り
、
技
能
者
不
足
を
外
国

人
で
補
っ
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
技
能
者
不
足
を

背
景
と
し
て
教
育
に
よ
る

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た

学
科
講
習
会
を
開
催
し
て

い
る
が
、
着
実
に
受
講
者

数
が
増
加
し
て
お
り
25
年

度
受
講
者
数
は
前
年
度
比

17
・
６
％
増
の
１
３
５
２

人
と
な
っ
た
︱
︱
な
ど
と

報
告
し
た
。

　
な
お
、
各
協
会
の
現
況

報
告
は
次
の
通
り
。

　
▽
新
潟
県
溶
接
協
会
＝

25
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験

は
22
回
開
催
し
、
受
験
者

数
は
前
年
度
比
１
４
０
人

減
の
３
２
３
０
人
。
会
員

企
業
か
ら
は
「
中
東
問
題

を
背
景
に
一
部
材
料
が
入

ら
な
い
、
ま
た
は
価
格
が

上
が
っ
て
い
る
。
若
年
層

の
採
用
難
も
続
い
て
い

る
」
と
の
声
が
聞
か
れ

る
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験
の

受
験
者
数
が
大
幅
に
減
っ

て
い
る
の
で
対
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　
▽
栃
木
県
溶
接
協
会
＝

25
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験

は
28
回
開
催
し
受
験
者
数

は
前
年
度
比
１
０
２
人
減

の
２
１
１
５
人
。
県
主
催

の
「
と
ち
ぎ
も
の
づ
く
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２

５
」
に
参
画
し
、
併
催
事

業
と
し
て
第
16
回
栃
木
県

高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

を
同
日
開
催
し
た
。

　
当
県
の
溶
接
界
は
概
ね

操
業
度
を
維
持
し
て
き
た

が
、
こ
こ
に
来
て
一
部
に

展
示
体
験
会
を
併
催
。
報

道
関
係
者
や
一
般
参
加
者

で
賑
わ
っ
た
。

　
▽
埼
玉
県
溶
接
協
会
＝

25
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験

は
34
回
開
催
し
、
受
験
者

数
は
前
年
度
よ
り
69
人
少

な
い
２
４
０
４
人
。
資
材

価
格
の
高
騰
が
継
続
し
て

い
る
。

　
▽
群
馬
県
溶
接
協
会
＝

25
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験

は
22
回
開
催
し
、
前
年
度

よ
り
65
人
多
い
１
５
６
９

人
が
受
験
し
た
。
マ
ス
ク

フ
ィ
ッ
ト
テ
ス
ト
を
26

社
、
２
９
７
人
に
実
施
。

昨
年
と
比
較
し
て
10
社
１

３
３
人
増
加
し
、
協
会
の

収
入
源
の
一
つ
と
な
っ
て

き
て
い
る
。
Ｍ
グ
レ
ー
ド

鉄
骨
フ
ァ
ブ
の
仕
事
量
が

減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

錆
止
・
溶
剤
の
入
手
が
困

難
に
な
り
、
経
営
に
追
い

打
ち
を
か
け
る
状
況
に
な

っ
て
い
る
。

　
▽
千
葉
県
溶
接
協
会
＝

25
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験

は
36
回
実
施
し
、
前
年
度

よ
り
92
人
多
い
２
８
８
８

人
が
受
験
し
た
。
会
員
の

要
望
に
よ
り
、
マ
ス
ク
フ

ィ
ッ
ト
テ
ス
ト
用
機
材
の

貸
し
出
し
を
開
始
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験
の
主
力

会
場
で
あ
る
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
の
使
用
料
が
50
％

の
大
幅
値
上
げ
と
な
っ

た
。

　
▽
東
京
都
溶
接
協
会
＝

25
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験

は
48
回
開
催
し
、
前
年
度

よ
り
４
６
６
人
少
な
い
３

０
７
０
人
が
受
験
し
た
。

千
葉
県
と
同
様
に
試
験
会

場
費
が
１
・
５
倍
の
値
上

げ
と
な
っ
た
。

　
▽
茨
城
県
溶
接
協
会
＝

25
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験

は
32
回
開
催
し
、
前
年
度

よ
り
40
人
少
な
い
２
２
２

２
人
が
受
験
し
た
。
奇
数

月
に
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
試
験
を
実

施
し
、
今
年
度
は
毎
回
20

人
程
度
が
受
験
し
て
い

る
。

　
▽
神
奈
川
県
溶
接
協
会

＝
25
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試

験
は
64
回
開
催
し
、
昨
年

度
よ
り
１
７
２
人
多
い
５

７
１
７
人
が
受
験
し
た
。

従
業
員
の
減
少
、
事
業
の

縮
小
・
撤
退
な
ど
に
よ
り

会
員
数
は
減
少
傾
向
だ

が
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験
受

験
者
数
は
増
加
し
て
い

る
。

　
特
に
テ
ィ
グ
溶
接
の
受

験
者
が
増
加
し
て
お
り
、

溶
接
機
の
調
整
に
苦
労
し

て
い
る
。
外
国
人
を
中
心

に
マ
ス
ク
や
保
護
メ
ガ
ネ

の
用
意
が
な
い
受
験
者
が

増
え
て
お
り
、
安
全
面
に

気
を
配
る
必
要
が
で
て
き

て
い
る
。

　
▽
長
野
県
溶
接
協
会
＝

25
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験

は
21
回
開
催
し
、
昨
年
度

よ
り
32
人
多
い
１
６
３
６

人
が
受
験
し
た
。
会
員
か

ら
は
「
有
機
溶
剤
や
塗
料

の
入
手
が
困
難
」
と
の
声

が
目
立
つ
。
溶
接
技
能
者

は
慢
性
的
に
不
足
し
て
い

る
。

　
▽
首
都
圏
溶
接
協
会
東

京
＝
25
年
10
月
１
日
か
ら

26
年
３
月
31
日
ま
で
の
Ｊ

Ｉ
Ｓ
評
価
試
験
は
７
回
開

催
し
、
前
年
と
比
較
し
て

77
人
多
い
２
９
３
人
が
受

験
し
た
。
建
築
関
係
は
人

手
不
足
に
よ
る
工
事
の
遅

延
が
目
立
つ
。
ホ
ル
ム
ズ

海
峡
封
鎖
の
影
響
に
よ
る

資
材
不
足
も
工
事
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試
験
で
は

建
築
基
礎
工
事
の
受
験
者

が
多
く
ノ
ン
ガ
ス
半
自
動

の
受
験
者
が
増
加
し
て
い

る
が
、
ノ
ン
ガ
ス
ワ
イ
ヤ

で
対
応
で
き
な
い
高
強
度

鋼
材
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
炭
酸
ガ
ス
半
自
動
の

受
験
者
も
急
増
し
て
い

る
。

足
踏
み
状
態
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　
▽
山
梨
県
鉄
構

溶
接
協
会
＝
昨
年

12
月
１
日
か
ら
今

年
６
月
30
日
ま
で

の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
評
価
試

験
は
７
回
開
催

し
、
受
験
者
数
は

３
３
３
人
。
山
梨

県
溶
接
競
技
大
会

の
開
催
に
合
わ
せ

て
溶
接
関
連
機
器

資
材
の
不
足
や
価
格
高
騰
を
懸
念

東
部
地
区
溶
接
協
会
連
絡
会
開
く

廣田会長

連
絡
会
の
も
よ
う

フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
鉄
筋
加
工
・
組
立
シ
ス
テ
ム

清水建設

鉄
筋
の
溶
接・加
工・組
立
に

鉄
筋
の
溶
接・加
工・組
立
に

フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
導
入

フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
導
入

欧
州
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
出
資

鉄連：４月の普通鋼国内受注　２面
日鍛工：５月の鍛圧機械受注　２面
シップ・オブ・ザ・イヤーに「げんぶ」　２面
ＧａｓＯｎｅグループ配管コンクール　２面
大阪溶接協会が総会・懇親会　２面

愛知産業がベンディングローラー実演会　３面
チャレンジフェアｉｎ川崎開く　３面
度付き保護メガネの出張販売会　３面
熱中症対策にラクーン　　３面
東京ウエル会が親睦ゴルフ会　３面

特集／進化するレーザ加工技術　
　　　　　　　　　　　５−11面

北海道特集　　　　　12−15面

特別級・１級溶接管理技術者評価
試験問題　　　　　　　16・17面

産業ガスニュース　　　　　４面


